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紀

元
四

世
紀
か

ら
七

世
紀
を

中

心
に

数
多
く
の

中

国
人

求
法
僧
が

イ
ン

ド
を

目

指
し

た
。

し

か

し

彼
ら
の

う
ち
の

ほ

と

ん

ど

は

記

録
を

残
す
こ

と

が
な

か
っ

た
。

た
と

え
記
録
を

留
め
た

と

し

て

も
、

そ

れ
が

後
世
に

ま
で

伝
え

ら
れ

、

断
片
的
に

し
ろ

現

存
し

て
い

る

も
の

と

な
る

と
、

そ
の

数
は

極
め

て

限
ら

れ

て

し

ま

う
。

そ
の

中
で

も
完
全

な

姿
を

留
め
て
い

る

の

は

わ

ず
か

数

書
で

あ
ろ

う
。

こ

こ

で

は

そ
れ

ら

の

う
ち

、

玄
奘
（

六

〇
二

生

1
［

六
二

九
出
発
1
六

四
五

帰
国
］

1
六

六

四

寂）

『

大
唐
西
域
記
』

、

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
2）

法
顕
（

三

三
五

生
1

［

三

九
九

出
発
ー
四
一

二

帰
国
］

1
四一

＝

寂
）

『

法
顕

伝
（

仏
国

記
〉

』

を

中
心
に

、

そ
こ

に

記
さ
れ
て
い

る

イ
ン

ド
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の

あ
り
方
に

注
目
し

、

さ
ら

に

広

く
イ
ン

ド

文

学
に

表
れ
た

信
仰

形
態
と

も
比

較
し
つ

つ
、

そ
の

信
仰
と
は

い

か

な
る

も
の

で

あ
っ

た
か

を

考
え
て

み

た
い

。

　

し
た

が
っ

て

考
察
の

対
象
と

な

る

時

代
は

法
顕
か

ら
玄

奘
ま
で

、

つ

ま
り
イ

ン

ド

史
で

は

概
ね
グ

プ

タ

朝
（

三
二

〇

年
チ
ャ

ン

ド

ラ

グ

プ

タ
一

世
創
始）

か
ら

ヴ
ァ

ル

ダ
ナ

朝
（

ハ

ル

シ

ャ

ヴ
ァ

ル

ダ
ナ

［

戒
日

王
、

シ

ー

ラ

ー

デ
ィ

テ
ィ

ヤ
、

在
位
六
〇
⊥

バ

ー
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2

六
四

七
］

よ

り
始
ま
る）

に

か

け
て

の

時
代
と
な
ろ

う
。
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こ

の

時
代
の

イ

ン

ド
の

歴
史

、

文
化

、

思
想
界
の

動
向

、

仏
教

教
理

等
に

つ

い

て

は

詳
細
に

論
じ
ら
れ

て

き
て

い

る

が
、

仏

教
が

社
会
で
一

般
の

人
・

あ
る
い

は
一

般
の

仏
教

信
者
と
い

わ

れ
る

人
々

に

よ
っ

て

ど
の

よ

う
に

信
仰
さ
れ
て
い

た

の

か
・

仏

軅

教
は

宗
教
と

し
て

人
々

に
い

か
な

る

作
用
を

及
ぼ
し

、

ま
た

イ
ン

ド

世

界
に

お
い

て

い

か

な
る

位
置
を

占
め

て
い

た

の

か
、

と

い

う
点
に

な
る

と
い

さ
さ

か

曖
昧
の

度
が

増

す
よ

う
に

思
わ

れ
る

。

　

求
法
僧
た

ち
の

見
聞
に

は

そ

の

当
時
の

イ
ン

ド

（

西

域
を
も

含
め

て
）

の

風

俗
、

習

慣
が

記
さ
れ

、

仏
教

信
仰
に

関
す
る

記

述

も

少
な
か

ら

ず
見
ら

れ
る

。

そ
れ
ら
に

拠

り
つ

つ
、

仏
教
の

信
仰

形
態
の

イ
ン

ド

的

様
式
と
で

も

呼
び

う
る

も
の

を

考
察
し

　

　
（
3）

て

み

た
い

。
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一

西
域

、

イ
ン

ド

各
地
で

仏
陀
の

聖

な
る

遺
物
が

祀
ら

れ
て
い

た
。

『

西
域

記
』

に

は

次
の

も
の

が

挙
げ
ら

れ

て

い

る
。

　

頭
髪

．

爪

ー
ハ

ル

ク

（

℃
G

凸
）

、

カ

ー

ピ

シ

ー

（

 

漣
）

、

ナ

ガ

ラ
ハ

ル

（

で

幽
 

）

、

ス

ル

ク

ナ

（

歹

嵩
O

）

、

瞿
毘
霜

那

　

　

　
（

で・
一

鶉
）

、

カ
ニ

ヤ

ク

ブ

ジ

ャ

（

で

≒
O

）

、

ア

ユ

ダ

ー

（

で．

嵩
一

）

、

阿

耶
穆

怯
（
唱「
一

譯
）

、

プ

ラ

ヤ

ー

ガ

（
℃°
一

誤
）

、

コ

　

　

　
ー

シ

ャ

ー

ン

ビ

ー

（

唱・

嵩
 

）

、

拏
索
迦

（

で

」
Q。

b⊃

∀
、

ク

シ

ナ
ガ

ラ

（

 
卜⊃
一

一

）

、

ヴ

リ

ジ

（
で

』
心
O

）

、

ナ
ー

ラ

ン

ダ
ー

　

　

　
（

℃．
ω

OOV

、

阿
輩
荼
（

歹
G。

 
Q。

）

。

　

仏
歯

ー
ハ

ル

ク

（

で鹽
G 。

 
）

、

バ

ー

ミ

ヤ
ー

ン

（
で

」
 

）

、

カ

ー
ピ

シ

i
（
マ

望
、

乳
歯
と

記
さ
れ

る
）

、

ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

で゜

謡
、

　

　

　

昔
存
在
し

た
）

、

カ

シ

ミ

ー

ル

（
℃

」
。。
一

）
、

カ
ニ

ヤ

ク
ブ

ジ
ャ

（

唱

」
 
Φ

）

、

シ

ン

ガ

ラ

（

ス

リ

ラ

ン

カ
、

伝
聞

国
、

　

　

　
で゚

。。

食
）

。

　
頂
骨

ー
カ

ー

ピ

シ

ー

（

℃．
α

心
）

、

ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

唱゜
。。

O
）

。
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眼

晴

ー
ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

で゜
Q。

O
）

。

仏
鉢

i
ガ
ン

ダ
ー

ラ
（

℃．
。。

駆。
、

昔
存
在
し
た
）

、

ヴ
ァ

イ
シ
ャ

ー

リ
i

（

や

器
α

）

。

楊
枝

i
カ

ー

ピ

シ

ー

（

や

駿
）

、

靱
索
迦
ハ

鷺
q。
b。

）

、

ナ
ー

ラ
ン

ダ
ー

（

賢
。。

OO
）

。

錫
杖

i
ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

や
Q。

O
）

。

サ
ン

ガ
ー

テ

ィ

（

袈
裟
）

ー
ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

や
。。

O
）

。

掃
箒

ー
ハ

ル

ク

（

唱゜
。。

Φ
）

。

水
瓶

ー
ハ

ル

ク

貧
。。

Φ）
。

宝

冠

ー
ー
コ

ー

ン

カ

ナ
プ

ラ
（
歹
c。

ミ
）

。

仏
足
石

…
ク

チ
ャ

（

も゜
一

叭
）

、

ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

や

お）
、

ウ
ッ

デ
ィ

ヤ
ー

ナ

（

℃璽

δ
N

δ
A

）

、

カ

ピ

タ

カ

（
で゜
一

 
O
）

、

パ

ー

　

　

タ

リ

プ
ト

ラ

（

℃’
トっ

＆
）

、

グ

リ
ド
ラ

ク
ー

タ

（

霊
鷲
山

、

唱゜
悼

。。

 
）

、

伊
爛
拏
鉢
伐
多
（

 
G。
一

一
）

。

．

仏
影

ー
ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

唱

袖
◎。

）

。

舎
利
ー

ー
コ

ー

タ

ン

（

歹
鮮
OO

と
、

カ

ー

ピ

シ

…

（

や

ま）
、

ガ

ン

ダ
ー

ラ

（

や
Q。

癖
V

、

ウ
ッ

デ
ィ

ヤ
ー

ナ
（
唱

」
O
“

）

、

カ

シ

　

　

　
ミ

；

ル

（

三
罐）

、

チ
ー

ナ
ブ
ク

テ

ィ

（

で゜
一

凸
）

、

ス

タ

1
ネ
ー

シ

ュ

ヴ
ァ

ラ

（

噂．
一

お
）

、

カ
ニ

ヤ

ク

ブ

ジ
ャ

（

P
一

ざ
）

、

　

　

シ
ュ

ラ

ー

ヴ
ァ

ス

テ

ィ

ー

（

唱

μ
g。

刈
）

、

カ

ピ

ラ

ヴ
ァ

ス

ト
ゥ

（

で

」
り
q
）

、

ラ

ー
マ

（

歹
卜⊃

O
じ

、

ク

シ

ナ
ガ

ラ

（

歹

鬯
鱒

）

、

　

　

戦
主

国
（

梦
トっ

ト。

9
、

ヴ
ァ

イ

シ

ャ

ー

リ

i
〈

や

圏
曽
◎。

O
＞

、

パ

ー

タ

リ

プ

ト

ラ

（

三

基
、

や
b。

驫

 

勧
虧

◎。

麺

鰹
）

、

ブ
ッ

ダ
ガ

　

　

ヤ
ー

〈

 

鷏
。。

〉

、

ピ

ー

タ

シ

ャ

イ

ラ

（

 
。。

零
）

。

次
に

『

法
顕

伝
』

よ

り
聖
遺
物
の

記
録
を

見
る

と
、

　

頭

髪
・

爪
ー
ー
チ
ガ

ラ
ハ

ル

（

歹

き
）

、

サ

ン

カ

シ

ヤ
（

 
 

。。
〉

。

273
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仏
歯

ー
カ

ッ

シ
ャ

（

タ
シ
ュ

ク
ル

ガ

ン
、

℃

』
O）

、

　
頂

骨

ー
ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

や
QooQ

∀

。

仏
鉢

i
プ
ル

シ
ャ

プ
ラ

（

ワ
Q。

α
）

。

　
楊
枝

ー
ア

ヨ

；

ド
ゥ

ヤ

ー

地

方
（

梦
α
 

為
∀

。

　
相

翊

杖
ー
−

ー
ナ
ガ

ラ
ハ

ル
　
（

℃麟
QoQO

）

。

　
袈
裟

ー
ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

唱゜
G。

q。
）

。

　
仏
唾
壷

　

カ
ッ

シ

ャ

（

唱

勧
OV

。

　
仏
足

石

ー
ウ
ッ

デ
イ

ヤ
ー

ナ
（

や
トっ

 
）

。

仏
影
ー
i
ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

呈
O
）

。

　
舎
利
ー

i
コ

ー

タ
ン

（

で．
一

 
）

、

ラ

ー

マ

グ
ラ

ー
マ

こ

の

よ

う
に

な
る

で

あ
ろ

う
。

ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

や
。。

。。

）

、

師

子
靉
（

ア

ヌ

ラ

ー

ダ
プ

ラ
、

7
一

三
〉

。

（

で゜

謡
）

、

ラ

ー

ジ

ャ

グ
リ
ハ

（

王
舎
城

、

唱’
Q。
“

）

。
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義
浄
（

六
三

五

生

！
冖

六
七
一

出
発
…
六
九

五

帰
国
］

−
七

二
二

寂
）

の

『

南
海
寄
帰
内
法
伝
』

は

イ
ン

ド
の

僧
院
内
で

の

規
則

、

慣
行
を

記
す
こ

と
が
主

で
、

僧
院
外
で

の

出
来
事
に

は
ほ

と
ん

ど

関
心

が

向
け
ら
れ

て

は
い

な
い

。

し

か
し

同
じ

く
義
浄
の

著

わ

し
た

『

大
唐
西

域
求
法
高
僧
伝
』

に

は
、

玄
照
法
師
が

訪
れ

た
カ

ー

ピ

シ

ー

の

頂
骨
の

話
が

出
る

の

で
、

後
に

触
れ
る

こ

と

に

し

た
い

。

　
上

記
の

よ

う
に

仏

陀
自
身
の

身
体
の
一

部
、

あ
る

い

は

仏
陀
と

直
接
関
連
あ
る

と

さ
れ
る

品
の

数
々

が
、

西
域

、

イ
ン

ド
の

各
地
で

祀
ら
れ

て

い

た
。

そ
の

中
で

も
ナ
ガ

ラ
ハ

ル

（

北
イ
ン

ド

の

境
、

現
在
の

ア

フ

ガ

エ

ス

タ

ン

・

ジ
ェ

ラ

ラ
バ

ー

ド
付
近
）

は

聖

遺
物
を
祀
る

国
と
し
て

特
に

有
名
で

あ
っ

た
よ

う
で

、

そ
こ

に

は
、

玄
奘
に

よ

れ
ば

、

頭

髪
、

爪
を

初
め

、

頂
骨

、

眼
晴

、
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（
4）

錫
杖

、

袈
裟

、

仏

足
石

、

仏

影
ま
で

揃
っ

て

お

り
、

さ

ら
に

仏

歯
も

以
前
は

存

在
し
て
い

た
と

い

う
。

法
顕
の

記
録
に

よ
っ

て

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
5）

も
、

頭
髪

、

爪
、

仏

歯
、

頂
骨

、

錫

杖
、

袈

裟、

仏

影
が

す
で

に

祀
ら

れ

て
い

た
こ

と
が

知
ら

れ
る

。

　
『

法
顕
伝
』

か
ら
は

こ

れ
ら
の

聖

遺
物
が

中

国
人
僧
た

ち
を

も
惹
き
つ

け
て

い

た

よ

う
す
が

知
ら

れ
、

そ
の
一

端
を

見
る

と
、

プ
ル

シ

ャ

プ
ラ

で

仏
鉢
を

拝
す
る

と
、

「

［

一

行
の

う
ち
］

慧
景

、

慧

達
、

道

整
は

ナ
ガ

ラ
ハ

ー

ラ

国
に

先
に

行
き

、

仏
影
と

仏

歯
お

よ
び

頂

骨
を
供
養
し
た
」

と
い

い

（
で゜
。。

 ）
、

そ
の

後
を
追
っ

て

法
顕
は
一

人
で

ナ
ガ

ラ
ハ

ル

に

向
い

、

諸
聖

跡
を

巡
っ

て

い

る

（
で凾
。。

Q。

ム
O

）

。

特
に

頂

骨
は

注
目
の

的
で

も
あ
っ

た
よ

う
で

、

国
王

以
下

、

「

人

に

奪
わ

れ
る

こ

と

を

恐
れ

て
」

厳
重
な

警

戒
の

下
に

こ

れ

を

供
養
礼
拝
し

て
い

た
と
い

う
（
で

ム
O

）

。

ナ
ガ

ラ
ハ

ル

も
玄

奘
の

時
代
で

は
、

「

命
令
す
る

君
主
は

な

く
、

迦

畢
試

国
に

隷
属
し
て
」

い

た

が
、

人
々

は

「

仏
法
を

篤
く

敬
」

っ

て

い

た
と
い

う
（

や

朗
）

。

玄

奘
は

ナ
ガ

ラ

ハ

ル

の

頂
骨
に

つ

い

て

こ

の

よ

う
に

記
し

て
い

る
。

「

運
の

善
悪
の

相
を

知
ろ

う
と

思

う
も
の

は
、

香
の

粉
抹
を

泥
と

ま
ぜ

頂
骨
の

印
を

取
れ
ば

、

そ
の

福
運
の

程
度
に

随
っ

て

文
様
が

は
っ

き

り
出
る

。

」

と
し

て

運

勢
を

占
う
た
め
に

祀
ら
れ

て
い

た
。

ま
た
こ

の

頂
骨
は

、

法

顕
の

述
べ

る
よ

う
に

特
に

人

気
が
あ

り
、

玄

奘
の

当
時
で

は
、

参
拝
者
の

あ
ま

り
の

多
さ
の

た

め
、

料
金
を

取
れ

ば

少
し

は

静

か
に

な
ろ

う
と

、

「

如
来
の

頂
骨
を

拝
観
し
よ

う
と

思

う
も
の

は
、

金
銭
一

枚
を

納
め
る

。

も

し

印
を
取
ろ

う
と

す
る

も
の

は
、

金

銭
五

枚
を

納
め
る

。

そ
の

他
の

段
階
は

順

序
に

従
い

規
則
し

た
。

」

と
、

種
々

規
制

し
た
の

で

あ

る
が

、

「

拝
観
礼

拝
す
る

人

は
い

よ
い

よ

多
い

。

」

と

い

う
結

果
で

、

人

気
の

盛
ん

な

様
、

そ

の

混

雑
ぶ

り

も
依
然
と

し
て

健

在
で

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

（

℃．
。。

O）
。

義
浄
は

『

求
法
高
僧
伝
』

で

カ

ー
ピ

シ

ー

の

頂
骨
に
つ

い

て

述
べ

て
い

る
。

玄
照

法
師
の

伝
中
に

、

「

迦

畢
試
国
に

至

り
て

如
来
の

頂
骨
を

礼
し

、

香
華
を

具
に

設
け
て

そ
の

印
文
を

取
り

、

来
生
の

善
悪
を

観
る

。

」

と
、

こ

の

頂
骨
も

運
勢
の

吉
凶

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
（
6
）

を

占
う
遺
物
と

し
て

礼

拝
供
養
さ

れ

て

い

た
。

　

ナ
ガ

ラ
ハ

ル

と

並
ん

で

ハ

ル

ク
も

聖
遺

物
の

集
ま

る

国
で

あ
っ

た
。

ハ

ル

ク

は

古
代
バ

ク

ト

リ

ア

の

バ

ク
ト

ラ
で

あ
る

が
、

玄
奘
は

こ

こ

が
“

小
王

舎
城
”

と

呼
ば
れ

て

い

た

こ

と

を

伝
え
て

い

る
。

王

舎
城
と

は

古
代
イ

ン

ド
・

マ

ガ

ダ

国
の

都
で

あ
っ
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（
7）

た

ラ

ー

ジ

ャ

グ

リ
ハ

の

こ

と

で

あ
る

が
、

ハ

ル

ク
が

仏
陀
に

因
む

数
々

の

遺
品
を

有
す
る
こ

と

に

よ
る

た

め
か

、

「

伽
藍
は

百

余

ヵ

所
、

僧
徒
は

三

千

余
人
」

（

唱．
ω

Q。
）

と
い

う
大
規

模
な
仏

教
国
の

主

都
で

あ
っ

た
こ

と

に

よ

る

た

め

も

あ
っ

て

か
、

　
“

小
王

舎

城
”

と

名
付
け
ら

れ

た

の

で

あ
ろ

う
。

ち
な
み

に
ハ

ル

ク

付
近
の

国
で

は
バ

ー

ミ

ヤ
ー

ン

が

「

伽
藍

は

数
十
ヵ

所
、

僧
徒
は

数

千
人
」

（

や

お）
、

カ
ー

ピ
シ

ー

が

「

伽
藍
は

百
余
ヵ

所
、

僧
徒
は

六

千
余
人
」

（

 

ミ
）

と
ハ

ル

ク

に

匹
敵
す
る

規
模
を

有
し
た

国
の

よ

う
で

あ
る

。

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

ク
シ

ュ

山

脈
を

越
え
た

北

側
の

地

域
に

あ
っ

て

は
、

ハ

ル

ク

の

み

が

大
都
城
で

あ

り
、

し
か

も
古
代
バ

ク

ト

リ

ア

の

都
バ

ク

ト

ラ
の

栄
華
を

誇
る

都
で

あ
っ

た
。

『

大
唐
大
慈
恩

寺
三

蔵
法
師
伝
』

に

「

そ
の

城
邑
は

郊

郭
顕

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
8）

敞
に

し

て

川

野
腴

潤、

実
に

勝
地
と

な

す
。

」

と

描
写
さ

れ

る

と

こ

ろ

か
ら

、

そ
の

城
郭

、

街
並
が

整

然
と

建
ち

並
び

、

城

外
に

は

地

味
豊

か
で

美
し
い

自

然
が
広
が
っ

て

い

る

様

子
を

想
起
せ

し
め

る

が
、

仏

陀
と

共
に

あ
っ

た

時
代
の

王

舎
城
の

繁
栄
ぶ

り

を
し
の

ば
せ

る

都
市
と
し

て

“

小
王

舎
城
”

と

呼
ば

れ

た

の

で

も
あ
ろ

う
。
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聖

遺
物
は

供

養
礼
拝
さ

れ

た
の

で

あ
る

が
、

で

は

実
際
ど
の

よ

う
な

方
法
で

な

さ

れ

た

の

か
、

ま

ず
『

西

域
記
』

よ

り
見
る

こ

と

に

し

よ

う
。

　
ハ

ル

ク

に

祀
ら
れ

て

い

た

頭

髪
、

乳
歯

、

頂

骨
の

「

三
つ

の

も
の

は

六

斎
の

日

に

な

る

ご

と

に
、

王
お

よ

び

大
臣
が

散
花
し

供
養

す
る
」

こ

と

に

な
っ

て
い

た
（
唱゚

鰹
）

。

ハ

ル

シ

ャ

ヴ
ァ

ル

ダ

ナ
王

の

都
カ
ニ

ヤ

ク

ブ

ジ

ャ

に

祀
ら

れ
て
い

た

仏

歯
は

多
く

の

参
詣
人

を

集
め

て

い

た
。

「

宝
函
の

中
に

は

仏
の

［

歯
］

牙
の

長
さ
一

寸
半
に

余
る
も
の

が
あ

り、

妙
な
る

光
、

珍
し
い

色
を

な

し
、

朝
な

夕
な

に

色
が

変
わ
」

る

も
の

で

あ
り

、

「

礼
拝
敬

仰
す
る

も
の

日
々

に

百
人

千
人
と
い

う
よ

う
に

多
」

く
、

斎
日

に

は

「

［

仏

牙
を

］

出
し
て

き
て

高
座
に

安
置
す
る

。

数
百
数
千
の

群
衆
は

焼

香
し

散
花
」

し
て

い

た

（

で゜
一

 

り
）

。

伝
聞

国
の

シ
ン
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ガ

ラ

（

ス

リ

ラ
ン

カ
）

に

も

仏

牙
が
あ

り、

「

王

は

仏

牙
を

日
に

三

た

び

濯
ぎ

洗
い
、

香

水
や

香

末
で

或
は

濯
い

だ

り
或
は

香
で

薫
じ
た

り
す
る

。

珍
し

い

り
っ

ぱ

な

宝
物

類
を
で

き
る

だ

け
使

用
し
て

供
養
」

し
た

（

唱゜
。。

ミ
）

。

仏
足

石
も

ウ
ッ

デ
ィ

ヤ

ー

ナ

で

は
、

「

遠

近
の

人
は
み

な

出
か

け
て

花
や

香
を

供
養
」

し
た
と

い

う
（

唱6
一

〇
卜。）

。

　
『

法
顕
伝
』

に

も
供
養
の

模

様
が

記

さ
れ
て

い

る
。

プ

ル

シ

ャ

プ
ラ

の

仏
鉢
は

、

「

日

が
ま

さ
に

真

南
に

さ
し

か
か

る
と

き
、

衆
僧
は

す
な
わ

ち
仏

鉢
を

出
し

、

在
家
の

信
者
〈

白
衣
〉

ら

と

種
々

供
養
」

す
る

。

「

夕
暮
と

な

り
香
を
た

く

時
も
ま
た

同
じ
で

あ
る

。

」

と

し
、

そ
の

鉢
の

中
に

花
を

投
げ

入
れ

て

供

養
す
る

法
を

記

し
て
い

る

（

唱゜
。。

 
）

。

ナ

ガ

ラ
ハ

ル

の

頂
骨
の

供
養
法
は

詳
細
で

あ
る

。

守
護
を

司
ど

る

八

人
の

豪

姓
が
戸

を

開
け

、

そ

れ
か

ら

「

香

汁
で

手
を

洗
い

、

仏
の

頂
骨
を

出
し
、

［

こ

れ
を

］

精
舎
外
の

高
座
の

上

に

置
く

。

」

こ

の

頂
骨
は

真
珠
で

飾
ら

れ
た

瑠
璃
製
の

壺
で

覆
わ
れ

て
い

る
と
い

う
。

そ
し
て

「

毎
日

、

日

の

出
の

後
、

…

…

王

は

精
舎
に

参
詣
し

、

花
や

香
で

供
養
す
る

。

」

「

居
士

、

長

者
も
ま
た

供

養
を

先
に

行
い

、

そ
れ

か

ら

家
事

を

修
め
る
」

の

を

常
と

し

て

い

た
。

「

精
舎
の

門

前
に

は
、

毎
朝
つ

ね

に

花
や

香
を

売
る

者
が
お

り、

お
よ

そ

供
養
し
よ

う
と

す

る

者
は

、

い

ろ

い

ろ

と
こ

れ

を

買
う
の

で

あ
る

。

」

と

い

う
（

で．
。。

。。
−

お
）

。

こ

の

国
の

仏

歯
も
同
じ

方
法
で

供

養
さ

れ

て

い

た

（

唱

眞
OV

。

師
子
国
（
ス

リ

ラ
ン

カ
、

ア
ヌ

ラ
ー

ダ
プ

ラ）

の

仏

歯
の

供
養
は

大
掛
り
で

、

王
主

宰
の

下
、

九

十

日
間

催
さ

れ
る

。

様
々

な

姿
を

模
っ

た
五

百
体
の

人

形
が
立

ち
並
ぶ

道
路
の

中
央
を

仏
歯
は

進
む

。

そ

の

「

道
々

供
養
を

受
け
な

が
ら

、

無
畏
山

精
舎
の

仏
堂
の

上
に

至
る

。

出
家
者
も

在
家
者
も
雲
の

ご

と

く
集
ま

り
、

香
を
た

き
、

灯
を
と

も

す
。

種
々

の

法
事
は

、

昼

夜

を
わ

か
た

ず
行
な
わ
れ

る
。

」

ほ
ど
の

国
家
的
大
行

事
で

あ
っ

た
（

℃

」
一

 ）
。

　

以
上
の

例
か
ら

見
る

と
、

供
養
礼
拝
と

は

花
を

撒
き

、

香
を

た

く
こ

と

を
中

心
と
し

た

崇

敬
の

方
法
と
い

う
こ

と

に

な

る
が

、

で

は

そ
の

時
、

供
養
す
る

人

々

の

心
中
に

は
い

か

な
る

想
い

が
生

じ

て

い

る

の

で

あ
ろ

う
。

そ
れ

を

玄
奘
の

記

録
『

西
域

記
』

か

ら

見
よ

う
。

カ
ニ

ヤ

ク
ブ
ジ

ャ

に

髪
と

爪

を
収
め

た

塔
が
存
在
し
て
い

た

が
、

そ
れ

は

「

病
気
に

か

か
っ

て
い

る

人

が

心
を

こ

め
て

旋
繞
す
れ

ば
、

必
ず
全
快
す
る

こ

と

が
で

き

仏
の

福
徳
を

蒙
る
」

も
の

で

あ
っ

た

（

℃°

ミ
O

）

。

コ

ー

シ

ャ

ー

ン

ビ

ー

の
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頭

髪
．

爪
の

塔
は

「

病
に

苦
し

む

も
の

が

祈
願
す
れ

ば

治
癒
す
る
こ

と

が

多
い

。

」

（

℃

」
。。

O）
。

ま

た

ナ

ー

ラ

ー

ン

ダ

ー

の

頭

髪
・

爪

を

祀
っ

た

塔
も

、

「

病
気
に

か

か
っ

て

い

る

も
の

が

経
回

［

り

敬
礼
す
］

る

と

治
癒
す
る
も
の

が

多
い

。

」

と

述
べ

ら
れ

て

い

る

（
唱゚

。。

OO
）

。

　

舎
利
を

祀
っ

た

塔
で

も

同
じ
で

あ
っ

た
。

ガ
ン

ダ
ー

ラ
の

カ
ニ

シ

カ

王

塔
は

、

「

病
気
に

か
か

り
平
癒

す
る
よ

う
祈
ろ

う
と

願

う
者
は

、

香
を
塗

り
花
を

ま
き

、

真
心
を
こ

め
て

帰
依
す
れ

ば
、

全

治
の

御
利
益
を

蒙
る
こ

と

が

多
」

く
（

で゜
。。

轟
）

、

プ
ー

マ

国

ピ

ッ

パ

ラ

村
の

灰
塔
も

「

病
気
の

あ
る

人

が

祈
願

す
る
と

治
癒
す
る

も
の

が

多
」

か
っ

た

（

唱

団
O
鼻）

。

こ

の

よ

う
に

聖

遺
物
を

収
め
た

塔
は

病
気
平
癒
を
願

う
人
々

に

よ
っ

て
、

そ
の

御
利
益
を

受
け
る

た

め

専

心
祈
願
さ

れ

る

対
象
と

も
な
っ

て
い

た
こ

と

が

知
ら

れ
る

の

で

あ
る

が
、

こ

の

病
気
平
癒
が

「

仏
の

福
徳
」

に

よ

る

と

認
識
さ

れ

て

い

る

点
（

祈
願
す
る

当
事
者
た

ち
に

よ
っ

て

の

み

に

し

て

も
、

ま

た

は

記
録
者
玄
奘
の

個
人
的
見
解
で

あ
っ

た

に

し

て

も
）

は
、

塔
を

供
養
す
る

側
の

、

仏

陀
と

遺
物
と

塔

と

自
分
と
の

関
係
を

考
え
る

上
で

、

興
味
を

引
く
一

文
で

あ
る

。

　

仏
、

菩
薩
の

像
を

対

象
と

す
る

礼

拝
の

場
合
も

記
述

さ
れ

て
い

る
。

コ

ー

タ
ン

に

は
コ

ー

シ

ャ

ー

ン

ビ

ー

国
ウ

ダ

ヤ
ナ

王

の

作
と

伝
え

ら
れ

る

栴
檀
製
の

仏

像
が

祀
ら

れ

て

い

た
。

「

甚
だ

霊
験

あ
ら

た

か
で

、

時
に

光
明
を

輝
か

す
こ

と

が

あ
る

。

疾
病
の

あ
る

も
の

は

誰
で

も

そ
の

病
む

場
所
に

随
い

、

金

箔
を

像
に

は
る

と

す
ぐ
に

快
復

す
る
」

と
、

病
気
平

癒
を

祈
願

す
る

対
象
で

も

あ
っ

た

が
、

同
じ

く
「

専
心

祈
願
す
る

も
の

も
願
い

を

聞
き

届
け
ら

れ
る

こ

と

が

多
い
」

と

所
願
を

成
就
さ
せ

て

く
れ

る

仏

像
で

も
あ
っ

た
（

で

眞
O
α

）

。

　

所
願
を

叶
え
て

く
れ
る

、

あ
る
い

は

姿
を

現
わ

し

願
い

を

聞
き
届

け
て

く
れ
る

菩
薩
と

し
て

、

観
音
菩
薩
の

例
が

挙
げ
ら
れ

て
い

る
。

カ

シ

ミ

ー

ル

の

観
音
菩
薩
立

像
は

、

「

断
食
を

し
死
ぬ

ま
で

も
と

誓
っ

て

菩
薩
を

見
た

て

ま
つ

ろ

う
と

願

う
も
の

が

あ

れ

ば
、

像
中
か

ら

妙
色
の

姿
を

出

す
。

」

と

い

う
（
o°
一

。。
卜⊃

）

。

マ

ガ

ダ

国
に

あ
る

孤
山
の

山
上

の

精
舎
に

祀
ら
れ

て
い

た

観
音
菩

薩
の

記
述
は

詳
し
い

。

「

体
長
は

小
さ
い

が

威
厳
は

粛
然
と

し
て
い

る
。

手
に

は

蓮

華
を

も
ち

頭
部
に

は

仏
像
を

戴
い

て
い

る
。
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常
に

数
人
の

人

が

断
食
誓
願
し
て

菩
薩
を

見
た
て

ま
つ

ら

ん

こ

と
を

求
め

、

七

日
・

二

七

日

か

ら
一

と

月
に

も
及
ぶ

。

感
応
の

あ
る

も
の

は

観
自
在
菩
薩
が

り
っ

ぱ

な
お

姿
に

身
を

飾
り

威
光

赫
々

と

し
て

、

像
の

中
よ

り
出
て

来
ら

れ

て
、

そ

の

人
を

教
え

諭
さ

れ
る

の

を

見
た

て

ま
つ

る

こ

と

が
あ
る

。

」

（
℃°
。。

O
 
−

刈
）

。

こ

こ

に
は

明

確
に

当
時
イ
ン

ド
で

行
な

わ

れ

て
い

た
一

種
の

“

お

籠

汐

の

様
子
が

語
ら
れ

て

い

る
。

七

日

か
ら
一

ヵ

月
に

も

及
ぶ

断

食
、

誓
願

、

菩
薩
の

顕
現

、

お

告
げ

（

願
い

の

成
就
）

と

い

う
一

連
の

次
第
を
と

お
し
て

、

人

は

菩
薩
に

ま
み

え
、

そ
の

お

告
げ
を

聞
く
こ

と

に

な
る

。

　

断
食
の

例
は

他
に

も
あ
る

。

プ
ン

ナ

ヴ
ァ

ッ

ダ

ナ
の

観
音
菩
薩
像
は

、

「

そ
の

神
威
は

蔽
わ
れ

る
こ

と
な

く
、

霊
験
あ
ら

た

か

で

あ

る
。

遠

近
の

人
々

は

穀
物
を

絶
っ

て

祈
願
し
て
」

い

る

の

で

あ
る

（

 
。。
一

幽
）

。

南
イ
ン

ド
・

マ

ラ

ヤ

山
の

東
に

観
音
の

霊

場
と

し
て

有
名
な
ポ

ー

タ

ラ

カ

（

補
陀
落
迦

、

普
陀
落
）

山
が

位
置
し

て

い

る

と
い

う
。

こ

の

観
音
菩
薩
に

関
す
る

記
述
は

注
目

に

値
し
よ

う
。

「

山
道
は

危
険
で

、

巌
谷
は

険
峻
で

あ
る

。

山

頂
に

池
が

あ
り

、

鏡
の

如
く
澄
ん

で

い

る
。

…
…

観
自
在
菩
薩
が

往
来
し
泊
ま

ら
れ

る

所
で

あ
る

。

菩
薩
を

見
た
て

ま
つ

ろ

う
と

願

う
も
の

は
、

身
命
を

顧
み

ず
河

水
を

渡
っ

て

山
に

登
る
」

が
、

行
き
着
く
者
は

少
な

い
。

し

か
し

「

山
下

の

住
民
で

お

姿
を

見
た
て

ま
つ

ろ

う
と

祈
願

す
れ

ば
、

［

観
自
在
菩
薩
は
］

時
に

は

自

在
天
（

湿

婆
神
）

の

姿
で

、

時
に

は

塗

灰

外
道
の

姿
と

な
り

、

祈
願

す
る

人
を

慰
諭
し
て

望

み

を

遂

げ
さ

せ

て

や
る

こ

と

が

あ

る
。

」

と

記
さ

れ
て
い

る

（
で゜
。。

c。
ア
Q。

）

。

つ

ま
り

、

こ

の

ポ
ー

タ

ラ

カ

山
の

観
音
菩
薩
は

、

こ

の

文
章
か

ら

推
量
す
れ
ば

、

自
ら

山

を

下
り
て

祈
願
す
る

人
の

前
に

現
れ
て

願
い

を

叶
え
て

く
れ

る
と

い

う
こ

と

に
な
ろ

う
。

し

か
も

そ
の

時
、

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教

の

神
で

あ

る
シ

ヴ
ァ

の

姿
を

と
っ

た

り
、

あ
る
い

は
塗

灰

外
道

、

つ

ま

り
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
の
一

派
の

行
者

姿
と

な
っ

て

顕

現
す

る

と

い

う
。

祈
願

す
る

者
た

ち
に
と
っ

て

仏
教

、

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
と

い

う
区

分
は

ど
の

よ

う
に

理

解
さ
れ

て

い

た
の

で

あ
ろ

う
。

後
に

詳
し

く
見
る
こ

と
に

し
た
い

。

　

観
音
以
外
の

菩

薩
で

は
、

バ

ー

ラ
ー
ナ

シ

ー

の

東
隣
り
に

位
置

す
る

戦
主

国
に

慈
氏
（

弥
勒
）

菩
薩
が

祀
ら
れ

て

い

て
、

「

形

は

小

さ
い

け
れ
ど

も
威
光
は
た

か

く
、

照
鑒
は

人

知
れ

ず
通
じ

奇
跡
が

ま

ま
起
こ

る
。

」

と
い

わ

れ
（

で

』
卜⊃

 ）
、

祈
願
者
と

菩
薩
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と
の

感
応
を

表
し

た

も
の

で

あ
ろ

う
か

ら
、

前
の

観
音
菩
薩
の

感
通
、

顕
現
と

同

趣
旨
と

解
せ

よ

う
。

多
羅
（

タ

ー

ラ
）

菩
薩

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

80

も

ナ

ー

ラ
ン

ダ
ー

付
近
で

祀
ら

れ

て
い

た
。

大
き
な

像
で

、

霊
験

も
あ
ら

た
か

で
、

毎
年
元
日
か

ら
七

日

間
、

王
や

大
臣
・

豪
　
2

族
と

も
ど

も

香
や

花
、

管
絃
の

吹
奏
で

盛
ん

に

供
養
さ
れ

て
い

た

（
や
G。

2
）

。

　

仏

教
以

外
の

神
々

を

信

仰
す
る

者
た
ち
の

場
合
は

ど

の

よ

う
で

あ
っ

た
ろ

う
。

玄

奘
は
い

く
つ

か
の

例
を

提
供
し
て

く
れ

る
。

ガ
ン

ダ

ー

ラ

で

の

例
で

あ
る

。

そ
こ

の

高
い

山
に

青
石
で

作
ら
れ

た

ビ

ー
マ

天

女
の

像
が

あ
っ

た
。

ビ

ー

マ

は

シ

ヴ
ァ

神
の

妃

と

さ
れ

る

女
神
で

あ
る

。

「

霊

験
も
多
く

、

祈
祷
す
る
人

も
衆
い

。

印
度
の

諸

国
か

ら
福
を

求
め
て

願
を
か

け
、

貴
賎
と

も
に

多

く
来
た

り
遠

近
を

問
わ
ず
み

な

集
ま
っ

て
」

く
る

の

で

あ
る

が
、

こ

こ

で

も

や
は

り
「

心

を
こ

め

て
一

心
に

絶
食
す
る
こ

と

七

日

す
れ

ば
」

、

女
神
の

姿
を

見
る
こ

と

が

あ

り
、

ま
た

願
い

は

叶

え
ら

れ
る

。

こ

の

山

の

下
に

は

シ

ヴ
ァ

神
が

祀
ら

れ
て
い

た

（

マ
 

α
−

 
）

。

次
は

西
イ
ン

ド
の

例
で

あ
る

が
、

そ
こ

で

は

黄
金
で

造
ら

れ
た
ス

ー

リ
ヤ

（

太
陽）

神
が

崇
拝
さ

れ

て
い

た
。

「

そ

の

神
の

照
覧
は
い

た

る

所
に

通

じ
、

そ
の

霊

験
は

人

知
れ

ず
及
ぶ

。

婦
人
に

よ

る

音
楽
は

次
々

に

演
奏
さ

れ
、

神
前
の

燈

火
は

日

を

継
い

で

点
ぜ

ら

れ
る

。

香
花
の

供
養
は

最
初
よ

り
廃
止

さ
れ
た

こ

と

は
な

く
」

、

と
い

う
ほ

ど

崇
敬
を

集
め

て

お
り

、

「

諸

国
の

人
々

で

こ

こ

へ

来
て

願
い

を

か

け
る
も
の

、

常
に

千
を

も
っ

て

数
え
る
ほ

ど
」

で

あ
っ

た
と

、

そ
の

殷
賑
ぶ

り
を

伝
え
て

い

る

（

唱．
。。

爵
）

。

先
に

出
た
カ
ニ

ヤ
ク

ブ
ジ
ャ

の

仏

歯
を

祀
っ

た

精

舎
の

付
近
に

ス

ー

リ

ヤ

神
が

祀
ら
れ

、

ま

た

そ
の

近

く
に

シ

ヴ
ァ

神
が

祀
ら
れ
て
い

た
が

、

こ

こ

も
「

［

浄
人
は
］

そ
れ
ぞ
れ

千
戸

あ
り

、

そ
の

清

掃
の

用
に

充
て
」

る

ほ
ど

大
規

模
な

寺

院
で

あ

り
、

「

太
鼓
を

打
ち
弦
を

ひ

く

音
楽
は

昼

夜
や
む
こ

と

が

な
い

。

」

と

記
さ

れ
（
で

」
 
O）

、

そ

の

賑
い

が

想
像
さ

れ

る

の

で

あ
る

が
、

こ

こ

で

も
や

は

り

供
養
礼
拝

す
る

人
々

は

香
花
を

捧
げ

、

願
を

か

け
て
い

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

上

述
の

諸

例
か
ら

見
る

と
、

当
時
の

イ
ン

ド
世

界
に

お
い

て
、

仏
陀
の

聖

遺
物
に

対
す
る

供
養
と

は
、

仏

陀
そ
の

人
に

対
す

る

供
養
礼

拝
で

あ
る
こ

と

は

も
と
よ

り
、

主
に

病
気
の

平
癒

、

諸
々

の

願
い

の

成
就
を

祈
願
す
る

礼
拝
の

行
為
で

あ
っ

た
。

ま

た
“

お

籠
り

”

の

よ

う
な

行
為
を

通
じ
て

、

直
接
菩
薩
た

ち
に

会
い

、

　
“

お

告
げ
”

を

得
て

諸
々

の

願
い

を

叶
え
て

も
ら

う
こ
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と

も

行
な

わ

れ
て
い

た
。

そ
の

折
の

供
養
に

は

花
と

香
と
を

用
い

る

こ

と

も
一

般
的
で

あ
っ

た
。

し

か
も

病
気
平
癒

、

所
願
成

就
を

願
い

、

お

籠
り
に

よ
っ

て

菩
薩
に

会
い

、

そ
の

お

告
げ
を

受
け
る

と
い

う
行
為
は

い

わ

ゆ
る

仏

教
の

信
仰
者
に

限
ら

れ
た

も
の

で

は

な

く
、

い

わ

ゆ

る
ヒ

ン

ド
ゥ

i
教
の

信

仰
者
に

も

等
し

く
見
ら

れ
る

こ

と
で

も
あ
っ

た
。

そ
の

例
を
ハ

ル

シ

ャ

王

と

同

時
代
で

、

『

ハ

ル

シ

ャ

チ

ャ

リ
タ

（

ハ

ル

シ

ャ

王
行
状
記
）

』

を

も

著
わ

し
た
ダ

ン

デ

ィ

ン

の

『

十
王

子
物

語
』

で

さ
ら
に

見
る

と
、

「

シ

ヴ
ァ

天

に

対
し
て

、

香
料

、

花

環
、

薫
香

、

燈
明

、

舞
踊
、

唱

歌
、

器
楽
な

ど

を

捧
げ
」

る
、

「

夢
に

象
の

鼻
を

も
つ

た

［

ガ

ネ
ー

シ

ャ
］

神
が

現
わ

れ
て

、

お

告
げ
が
」

あ
る

、

「

神
殿
に

平
伏
し
て
、

熱
心
に
二

人
の

子
供
を

［

授
け
て

下

さ
る
よ

う
に

］

祈
り
ま
し
た

。

す
る

と

女
神
が

夢
に

現
わ

れ

て
、

告
げ
」

る
、

「

ヴ
ィ

ン

デ
ィ

ヤ

山
に

住
む

女
神
（

シ

ヴ
ァ

神
妃
ド
ゥ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
9）

ガ

ー
）

が

今
日

、

私
の

夢
枕
に

立

ち
、

お
恵
み

を
垂

れ
」

る
、

と
い

っ

た

例
を

挙

げ
る

こ

と

が
で

き
る

。
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玄
奘
が

イ
ン

ド

を
訪
れ

た

時
の

王
は
ハ

ル

シ

ャ

ヴ
ァ

ル

ダ

ナ
（

シ

ー

ラ
ー

デ
ィ

テ

ィ

ヤ
、

戒
日

王
、

在
位
六

〇
六

−
六

四

七
）

で

あ
っ

た
。

ハ

ル

シ

ャ

王
は

、

玄
奘
の

記
録

に
よ

れ
ば

、

父

プ
ラ
バ

ー

カ

ラ

ヴ
ァ

ル

ダ

ナ
王
の

後
を

承
け
た

兄
の

ラ

ー

ジ
ャ

ヴ

ァ

ル

ダ

ナ
が

、

東
イ
ン

ド
の

カ

ル

ナ
ス

ヴ
ァ

ル

ナ

国
の

シ

ャ

シ

ャ

ー

ン

カ

王

に

奸
計
に

よ
っ

て

殺
さ
れ

て

し

ま
い

、

そ
の

後
を

襲
っ

て

王

位
に

就
い

た

と

さ
れ

る
が

、

そ
の

時
、

自
分
は

王

位
に

就
く
に

相
応
し
い

か
、

ガ
ン

ジ
ス

河
の

岸
辺
に

あ
る

観
自
在

菩
薩
の

像
に

、

「

断

食
し
て

祈
」

り
、

そ

の

お

告
げ
を

得
た
と

い

う
（

三
 

ω
−

幽
）

。

そ
の

後
「

三

十

年
に

な
ん

な
ん

と

し
て

、

兵

乱
は

起
こ

ら

ず
政

情
は

平
和
に

、

倹
約
に

努
め

福
徳
を

行
な
い

慈
善
を
施
し
た

。

…

…
ガ
ン

ジ
ス

河
の

ほ
と

り
に

数
千
の

ス

ト

ゥ

ー
パ

の

高
さ
百

余
尺
の

も
の

を

建
立
し
た

。

…

…

仏
陀
の

聖

跡
の

あ
る

所
に

は
、

ど
こ

も
伽
藍
を

建
て

た
。

五

年
に
一

度

無

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

81

遮
大
会
を

行
な
い

、

国
庫
を
傾

け
て

群

集
に

施
し

、

…

…

年
に
一

度
諸
国
の

沙
門
を

集
め

、

三

七

日
（

二

十
一

日
）

の

間
、

四

事
　
2

、
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（

飲
食
・

衣
服
・

臥
具
・

湯
薬）

の

供

養
」

を
し
た

り
す
る

仏
教
王

で

あ
っ

た

（

℃°
一

 

駆
−

α
）

。

　
ハ

ル

シ

ャ

王

は

五

九
〇

年
頃
生

ま

れ
た

。

前
述
の

ご
と

く

兄
は

若
く
し
て

死
ん

だ
が

、

妹
ラ

ー

ジ
ャ

シ
ュ

リ
ー

が
い

て
、

カ

ニ

ヤ

ク

ブ
ジ

ャ

に

都
し
て

い

た
ア

ヴ
ァ

ン

テ

ィ

ヴ
ァ

ル

マ

ン

王
の

息
子
グ
ラ
バ

ヴ
ァ

ル

マ

ン

に

嫁
い

だ
。

し
か

し

夫
が

殺

さ
れ

た
た

め

彼
女
は

尼

僧
に

な
っ

た
と
い

う
。

こ

の

時
ハ

ル

シ
ャ

は
こ

の

国
を

も
引
継
ぎ

、

こ

の

カ
ニ

ヤ

ク

ブ

ジ
ャ

を

自
分
の

都
と

し

た
。

妹
の

嫁
い

だ

王

家
の

氏

族
は
マ

ウ
カ

リ

族
で

、

古
く
か

ら
の

由
緒
あ
る

家
柄
で

、

シ

ヴ

ァ

教
を

奉
じ

て

い

た
。

ハ

ル

シ

ャ

の

兄
は

仏
教

信
者
で

あ

り
、

妹
も

出
家
し
、

ハ

ル

シ

ャ

自

身
も
少
な

く
と

も

晩
年
に

は

仏
教
に

帰
依
し
た

と

い

わ

れ

て
い

る
。

ハ

ル

シ
ャ

王
の

父

の

代
ま
で

は
ス

ー

リ

ヤ

神
を

信
仰
し

、

さ
ら

に

遡
れ
ば
シ

ヴ
ァ

教
徒
で

あ
っ

た
と

い

う
。

ハ

ル

シ

ャ

は

仏
教

を

奉

ず
る

以

前
は

、

シ

ヴ
ァ

教
徒
を

自

称
し

、

自
分
の

印

章
に

シ

ヴ
ァ

神
の

乗
り
物
で

あ

る

ナ

ン

デ
ィ

ン

（

牡
牛
V

を

用
い

、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
（
10）

ま

た

戦

勝
を
シ

ヴ
ァ

神
に

祈
っ

た

と

も
い

わ

れ

て

い

る
。

　

彼
が
仏

教
に

帰

依
し
た

と

い

わ

れ

る

根
拠
の
一

つ

が
、

彼

自
身
の

手
に

な

る

戯
曲

『

ナ
ー

ガ

ー

ナ
ン

ダ
（
Z
四

σQ

豐
咢
号

、

龍

王
の

喜
び

）

』

で
、

こ

れ

が

仏

教
的
色
彩
の

濃
い

作
品
で

あ

る

が

ゆ
え
で

も

あ
る

。

し

か
し

仏

教
的
主
題
を

扱
っ

て

は

い

る

が
、

仏
教

信
者
の

み

を

対

象
と

し
た

戯
曲
で

は

な
い

と
こ

ろ

が

興
味
深
い

。

『

ナ
ー

ガ

ー

ナ
ン

ダ
』

は

「

結
末
が
ガ

ウ

リ
ー

女
神
の

恩

恵
に

よ

る

点
か
ら

見
て

、

仏

教
劇
と

は
い

え
な
い

が
、

仏
教
の

説
く
慈
悲

、

利

他
行
お
よ

び

堅

固
な

信
仰
を

戯
曲
化
し
た
と

こ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
11）

う

に

独

特
の

興
味
が

あ
る

。

」

と

評
さ

れ

て
い

る
。

以

下
に
こ

の

戯
曲
の

梗
概
を

述
べ

、

仏
教
的
と
い

わ

れ
る

モ

チ
ー

フ

を
検
討

し
て

み

よ

う
。

　

　
　

　

　
　

　
（
12）

　
『

ナ

ー

ガ

ー

ナ
ン

ダ
』

は

五

幕
か

ら

な
る

戯
曲
で

、

主

人
公
ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
（

乗
雲
太
子
）

と

半

神
的
性
格
を

帯
び

た

ヴ
ィ

ド
ヤ

ー

ダ

ラ

族
の

王

女
マ

ラ

ヤ

ヴ
ァ

テ

ィ

ー

と

の

恋

愛
を

主
題
と

し

て
い

る
が

、

後
半
二

幕
は
ジ

ー
ム

ー

タ
ヴ
ァ

ー

ハ

ナ
の

仏
教
的
慈

悲
に

徹
す
る

姿
を
中

心
と

す
る

。

第
一

幕
の

口

上
に
、

「

禅
定
に
、

ひ

と
た

び

入
れ

ば

成
道
の

、

日

ま
で

断
じ
て

動
か

ず
と

、

眺
め

み

ら

れ

し

牟
尼
の

長
（

仏
）

、

ま

も

り
た

ま

え
、

汝
ら

を
。

」

と

の
一

文
が
入

り
、

仏

陀
へ

の

帰
敬
を

表
明
す
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る
。

続
い

て

座

頭
は

、

イ
ン

ド

ラ

天
の

祭
り
に
ハ

ル

シ

ャ

王
が

も
の

し
た

「

菩
薩
一

代
記
」

を

上
演

す
る

旨
を
述
べ

る
。

そ
の

「

一

代
記
」

つ

ま
り

『

ナ
ー

ガ

ー

ナ
ン

ダ
』

の

梗
概
は

次
の

よ

う
で

あ
る

。

　

第
」

幕
、

ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
は

父

母
に

孝
行
を
尽
く
し

、

王

国
を
正

し

く

統
べ

、

民
も

安
ら

か
に

暮
ら

し

て

い

た
。

そ
こ

に

敵
の

マ

タ

ン

ガ

国
が

攻
め

入
る
が

、

無
用
の

争
い

を

避

け
る
べ

く
、

親
子
と

も
ど

も
マ

ラ

ヤ

山
へ

赴
き

、

修
行
の

場
を

求
め

る
。

マ

ラ

ヤ
山
は

、

栴

檀
の

森
か
ら

馥
郁
た

る

風
が

吹
き
、

渓

流
岩
を
か

み
、

霧
た

ち
こ

め

る

清
涼
な

地
で

、

修
行
の

場

と

し

て

理

想
的
で

あ
っ

た
。

こ

こ

に

は

苦
行
林
が

あ

り
、

聖
者
た

ち
は

口

に

ヴ
ェ

ー

ダ
の

聖

句
を

唱
え
、

行

者
は

樹

皮
の

衣
を

身
に

つ

け
、

行
者
の

娘
た

ち
は

若
木
に

水
を

注
い

だ

り
、

と

の

ど

か

な
風

景
を

見
る

こ

と

が

で

き
た

。

そ

の

中
に

琴
を

弾
く
王

女
マ

ラ

ヤ

ヴ
ァ

テ
ィ

ー

の

姿
が

あ
っ

た
。

彼
女
は

良
縁
を

願
っ

て
、

　
“

お

籠
り

”

を

し

て

楽
を

奏
し
な
が

ら

ガ

ウ

リ

ー

女
神
に

祈
っ

て

い

た
。

そ
の

甲
斐
あ
っ

て
つ

い

に
、

女
神
は

“

夢
枕
”

に

立
っ

て
、

「

ひ

た

す
ら
な
る

信
心
の

深
さ

に
、

我
は

満
足
し
た

。

さ

れ
ば

ヴ
イ

ド
ヤ

ー

ダ
ラ

の

転
輪
王

、

久
し

か
ら

ず
し

て

そ
な
た

を

娶
ら
ん

。

」

と
の

“

お

告
げ
”

を
下

す
。

そ

し

て

そ
の

と

お

り
二

人
は

出
会
う

。

　

第
二

幕
、

し

ば

し
の

別
れ

、

思
い

違
い

に

よ
る
二

人
の

焦
燥

、

そ
し
て

結
婚
の

許
し

。

　

第
三

幕
、

結
婚
の

決
ま
っ

た

二

人

が
楽
し

く
過
ご

し
て
い

る

情
景

。

　

第
四

幕
、

ジ
ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー

ハ

ナ

は

王

女
の

兄
ミ

ト
ラ

ー

ヴ
ァ

ス

と

連
れ

だ
っ

て

海
岸
を

散

策
し

て

い

る
。

す
る

と

遠

く

に
秋
の

白
雲
が
た

な
び

く
よ

う
な
マ

ラ

ヤ

山
が

目
に

入
る

。

し

か

し

ミ

ト

ラ
ー

ヴ

ァ

ス

の

言

葉
に

よ
っ

て

そ

の

白
雲
と

お

ぼ

し

き
も
の

が
、

実
は

蛇
の

骨
の

う
ず
高

く
積
も
っ

た

も
の

で

あ
る

こ

と

を

知
る

。

鳥
の

王

ガ

ル

ダ

が

日
々
一

匹
の

蛇
を

食
べ

て
い

る

た
め
ヒ

マ

ラ

ヤ
山
の

ご

と

き
白
い

山
と
な
っ

て

し
ま
っ

て

い

た

の

で

あ
る

。

慈
悲
深
い

ジ

ー
ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー

ハ

ナ
は

、

「

私
は

自
分
の

身
体
を

投
げ
う
っ

て
、

一

尾
で

も
よ
い

か

ら
、

蛇
を

救
っ

て

や

れ

な
い

も
の

か
」

と

思

案

す
る

。

そ
し
て

蛇
の

身
代
り

と

な

る

こ

と

を

決
心

す
る

。

「

我
す
で

に

利

他
を

行
ぜ

ん
と

願
う
こ

と

久
し

く
、

今
ま

さ
に

好
機
到
」

る

と

し
て

、

「

身
を
殺
し
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て

仁
を
な
」

そ

う
と

、

ガ
ル

ダ
に

連
れ
去
ら

れ
る

ま

ま
に

、

マ

ラ

ヤ

山
の

頂
に
到
っ

た
。

　

第
五

幕
、

獲

物
を

得
た
ガ

ル

ダ

は
そ
れ

を
食
べ

る
が

、

「

そ

の

肉
を

切
り

食
め

ば
、

悲

痛
の

あ
る

と

思
え
ど

も
、

喜
色
に

顔
の

輝
く

」

の

を
見
て

驚
き

、

食
べ

る

の

を

止
め

る
が

、

そ
れ

を

見
て

ジ
ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
は

、

「

今
も
な
お

、

血

滴
る
を

君
見

ず
や

。

わ

が

身
に

は

肉
も
耒
だ
に

な
お

残
る

。

」

「

わ

が

血

肉
に

て

飢
餓
を

医
や
」

せ

と

急
き
た

て

る
。

ガ
ル

ダ
は

獲

物
が

か
の

慈
悲

深
き
ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
で

あ
る

こ

と
に

気
付
き、

「

即

ち
わ

れ
は

菩
薩
を

殺
害
し
て

し

ま
っ

た

の

だ
」

と

そ
の

大
罪

を

後
悔
す
る

。

自
分
の

犯
し
た

罪
は

「

愚
き

無
明
」

の

せ
い

で

あ
る

と

悟
り

、

今
や

「

眼

醒
め
」

た
ガ

ル

ダ
は

「

今
日
よ

り
こ

の

方
一

切
の

、

殺
生
の

業
よ

り
身
を
ひ
」

く
こ

と
を

誓

う
。

死

に

瀕

し
た
ジ

ー
ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー

ハ

ナ
の

た

め

両
親
は

火
葬
の

準

備
を

す
る

。

王

女
マ

ラ

ヤ

ヴ
ァ

テ
ィ

ー

は

良
縁
を

約
し

た

女
神
ガ

ウ

リ

ー

を
嘘
を

告
げ
た
と

責
め
る

が
、

そ
の

時
女
神
が

姿
を

現
わ
し

、

「

己
が

命
を

な
げ

う
っ

て
、

世
の

人
々

を

救
っ

」

た

行
為
を

嘉
し
て

、

彼
に

水
を

注

ぎ
、

「

身
体
に

傷
一

つ

な

く
」

生

き
返
ら

せ

た
。

ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
は

「

霊

験
い

と

も
あ

ら
た

か
に

、

信
者
の

厄
を

除
け
」

て

く
れ

た
ガ

ウ

リ

ー

女
神
の

足
下

に

跪

き

感
謝

す
る

。

さ

ら
に

女
神
は

も

う
一

つ

の

“

恩

寵
”

と

し
て

、

彼
を

転
輪
王
に

就

け
る

。

こ

の

戯
曲
の

最
後
は

こ

う
締
め

く

く
ら

れ

て

い

る
。

「

な
べ

て

生

き
と

し
生

け
る

も
の

、

強
く
は

る

け

く
す
ご

や
か
に

。

一

切
生

類
他
を

恵
み

、

諸
悪
は

挙
げ
て

滅

す
べ

し
。

民
安
ら

け
く

、

と
こ

し
え

に
。

」

　

以
上
の

粗

筋
か

ら

興
味
あ
る

言

葉
を

拾
っ

て

み

る

と
、

仏
教
的

戯
曲
と

い

わ

れ

る

よ

う
に

、

牟
尼
の

長
（

仏
）

、

菩
薩
一

代
記

、

転
輪
王

、

慈

悲
、

利
他
を

行
ず
る

、

身
を

殺
し
て

仁
を

な

す
、

血
肉
で

飢
餓
を

治
す

、

暗
き
無
明

、

殺
生
よ

り
身
を

引
く

、

一

切
の

生

類
を

恵
む
、

諸
悪
を

滅

す
、

と
い

う
よ

う
に

訳
語
だ

け
か
ら

で

も
そ
の

仏

教
的
内

容
の

大
方
は

知
ら

れ

る
。

し
か

し

他

方
、

こ

の

戯

曲
は
、

イ
ン

ド

ラ

神
の

祭
り
に

際
し

上

演
さ
れ

た

も
の

で

あ
り
、

ガ

ウ

リ

ー

女
神
が
重
要
な

役
割
を

担

う
。

女
神

に

対
す
る

祈

願
、

お

籠
り

、

ひ

た

す
ら

な

信
心

、

夢
枕
に

立
っ

て

の

お

告
げ
、

あ

ら
た
か

な
霊

験
、

厄

除
け

、

恩
寵
と
い

っ

た

い

わ
ば
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
的

世

界
を

表
象
す
る

言

葉
も

、

こ

の

戯
曲
の

重
要
な

構
成
要
素
と

な
っ

て

い

る
。

つ

ま

り
ハ

ル

シ

ャ

王
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が

書
い

た

戯
曲

『

ナ

ー

ガ

ー

ナ
ン

ダ
』

で

は
、

ジ
ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
の

仏
教

的
慈
悲
の

物
語
が
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
的
装
い

の

枠
の

中
に

組
み

入
れ
ら
れ

た

形
で

物
語
ら
れ

て

い

る

こ

と

に

な

ろ

う
。

　

ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ

ァ

ー

ハ

ナ
の

物
語
は

『

カ

タ

ー
・

サ

リ
ッ

ト
・

サ

ー

ガ

ラ

（

区

騨

団
器
ユ
げ

絡
σq

韓
口

）

』

『

屍

鬼
二

十

五

話

（

＜
曾
巴
。。

で
9。
ψ

8
≦

景゚
・

ε
』

に

も

出
る

。

『

カ

タ

ー
・

サ
リ
ッ

ト
・

サ
ー

ガ

ラ
』

は

＝

世
紀

、

ソ

ー
マ

デ

ー

ヴ

ァ

に

よ
っ

て

作

ら

れ
た
が

、

こ

れ
は

、

今
は

存
在
し
な
い

『

ブ

リ
ハ

ッ

ト
・

カ

タ

ー

（

切

嘗
。。

葵
β。
け

訂
）

』

と

称
さ
れ

る

説
話
集
（

グ

ナ
ー

デ
ィ

ヤ

作
、

三

世
紀
を
降

ら

な
い

時
代
の

成
立）

の

カ

シ

ミ

ー

ル

伝

本
（

七

世

紀
頃
成
立
）

に

基
づ

く
と

さ

れ

る
。

カ

シ

ミ

ー

ル

伝
本
は

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

（
13）

「

グ

ナ

ー

デ
ィ

ヤ

の

原

作
を

短
縮
し

、

他
面
に

お
い

て

は

多
量
の

挿
話
を

補
足
し
た

に

ち
が
い

な
い
」

と
い

わ
れ

、

「

屍
鬼
二

十

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
（
14）

五

話
』

が

挿
入
さ

れ
た

の

も
こ

の

段
階
で

あ
る

と
い

う
。

つ

ま

り
ジ
ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー

ハ

ナ
の

物
語
は

『

カ

タ

ー
・

サ

リ
ッ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

（
15）

ト
・

サ
ー

ガ

ラ
』

の

中
の

「

ナ

ラ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
ダ
ッ

タ

王
の

誕

生
」

と
い

う
説
話
で

語
ら

れ

る

挿
話
の
一

つ

と

し
て

登

場
し

、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
16
）

ま
た

『

屍
鬼
二

十
五

話
』

と

い

う
説
話
の

中
の

挿
話
の
一

つ

と

し
て

も
登

場

す
る
と
い

う
こ

と

に

な
る

。

ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー

ハ

ナ

物
語
の

起

源
が

何
時
か
は

容
易
に

特

定
す
る

こ

と

は

で

き
な

か

ろ

う
が
、

ハ

ル

シ

ャ

王
と
の

関
係

、

カ

シ

ミ

ー

ル

伝
本
の

成
立

年
代
か
ら

、

少
な

く
と

も
七

世

紀
に

は

存
在
し

て

い

た

の

は

確
か

で

あ
る

。

し
か
し

そ
れ

が

仏
教
的
慈

悲
を
主

題
と

す
る

こ

と

か

ら
、

例
え

ば
ジ
ャ

ー

タ

カ

（

仏
陀
の

前
世
を

語
る

説
話
集

、

本
生

譚
）

の

成
立

年
代
を

考
慮
す
れ

ば
、

す
で

に

古
い

時
代

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
17）

か
ら

語
り
継
が

れ

て
い

た

有
名
な

物
語
で

あ
っ

た

と

予
想
す
る

の

も
困

難
で

は

な
い

。

　

ハ

ル

シ

ャ

王
の

『

ナ
ー

ガ

ー

ナ
ン

ダ
』

は

『

カ

タ

ー
・

サ
リ
ッ

ト
・

サ
ー

ガ

ラ
』

の

『

屍
鬼
二

十
五

話
』

に

語
ら
れ

る

「

ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
の

捨
身
」

に

基
づ

い

て

い

る

と

思
わ
れ

る
の

で
、

こ

こ

か

ら

興
味

あ
る

言
葉
を

引
き

、

そ
の

サ

ン

ス

ク

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　（
18）

リ
ッ

ト
を

も

記
し

、

こ

の

物
語
の

仏

教
的
・

ヒ

ン

ド
ゥ

i
教
的
色
彩
を

眺
め

る
こ

と

に

し
よ

う
。

　

　
「

こ

の

神
聖

な

樹
に

祈

願
し
て

（

℃
弓

鋤
．

ぴ

ξ
ロ
）

、

そ
の

恩
寵
に

よ
っ

て

（

唱
、

9。
ω

豊
鉾
。
。7
）

」

（

 

註
一”
。。

）

、

「

自
分
の

前
世
を

思
い

　

85

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

2

　

　

出

す

曾
宰
。・

ヨ
9。
「

・
）

」

（

で゜

念
一”
。。

）

、

「

菩
薩
の

分

身
（

げ
。

穿凶
路
け

け

く
p

由

量
β。

）

」

（

で鹽

置
一H
。。

）

、

「

惜
し
み

な

く
布
施
を

す
る

偉

N 工工
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大
な

人

物
（

α
帥
「
r

ロ
ー

＜
団

憎

O

：・

3
四

丁

91
ω

眇
け

け

く
⇔

）

」

（

ワ

念
一”
 

）

、

「

あ

ら

ゆ
る

生

類

を

憐
れ
み

（

＄
「

＜

甲

導
9
甲

穹
爵
四

ヨ
℃一
5

）

」

　
　
（

で

誌

念”
 

）

、

「

ガ

ウ

リ

ー

女
神
の

神
殿
に

女
神
を

拝
む

べ

く

入
っ

て

行
き
ま

し

た

（

紆
8
盲
ヨ

…

9
讐
p

記
召

住

Φ

〈

温

　
　
σqp

霞
旨
旨

ヨ
q
訂
く

豐
穹
魯
）

」

（
p
念
呼

お）
、

「

女
神
さ
ま

、

私
は

あ
な
た

様
を
献
身
的
に

（

げ

，
9。

畧

愚
）

崇
拝
し
て
い

ま
す
」

　
　
（

O°
心

膳
QQ…
“
トり
）

、

「

前
世

（

葛
箋

且
穹
ヨ

劈
）

」

（

マ

念
。。…
。。

Φ
）

、

「

慈
悲
深
い

（

惹
毎
且

冨
）

」

（

で．
癖

念”
一

一

α）
、

「

他
者
の

利
益
の

為

　
　
に

（

℃

g・

冨
山
詳

氤
旨）
」

（

℃．

念
α…
一

躍
）

、

「

天

国
へ

行
く
こ

と

も
解
脱
す
る

こ

と

も
（

。・

＜

胃
゜qp

。

ー

ヨ
。

訂
仁。

己）
」

（

℃

」
膳

9
一

竃
）

、

　
　
「

他
者
を

利
す
る

（

冨
蠢
−

毛
。

耳

ε
」

（

戸

念
G。一
一

詔
）

、

「

他
人
の

為
に

生

命
を

投

げ
出

す
（

葛
鐔
山
詳

冨
も
冨
露

書
く一

冨）
」

　
　
（

℃．

念
O
」

♂
〉

、

「

女
神
を
伏
し

拝
み
ま
し

た

（

冐
p。
−

冨
亭

）

」

（

唱゜

念
 n
一

。。

刈）
、

「

身
体
を

布
施
（

号
冨
−

轟
8

）

」

（

唱．

置
 ”
一

。。

刈
）

、

　
　
「

ガ

ウ

リ

ー

女

神
ご

自

身
の

手
で

す
ば

ら

し
い

灌
頂
を

う
け
て

転
輪
聖
王
と

な
っ

た

彼
を

（

唱

彎
毒
菖

（

11

鵬
霞
団

）

−

の

く

罫
費
p
−

　
　
五

喜
甲
∋
o

氤
−

曁
三
紹

冨
ヨ
・
：

畠
す
国

話
螽
髷
ヨ

）

」

（

で゜
心

＆…
一

 

 
）

。

　
こ

の

よ

う
に

原
文
に

照
ら
し

て

み

る
と

、

仏
教
的

用
語
と
ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教
的
用

語
が

混
然
と

用
い

ら
れ

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

こ

れ
は

元
来

別
々

の

範
疇
に

属
し
て
い

た

用
語
（

概
念
）

が
、

こ

の

物
語
に

お
い

て

融
合

し
た

結

果
で

あ
る

と

も
い

え

よ

う
が

、

他
方

、

仏
教
的

、

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教
的
と

二

様
に

区
分
さ
れ

て

考
え
ら

れ

て
い

た

も
の

が
、

実
は

同
一

の

文

化
範
疇
に

属
す
る

も
の

で
、

両
者
の

隔
た

り
は

、

少
な

く
と

も

民
衆
の

信
仰
感
情
に

お
い

て

は

極
め
て

小
さ
か
っ

た
と

も
い

い

う
る
こ

と

に

な
ろ

う
。

こ

れ
は

す
で

に

述
べ

た
ハ

ル

シ
ャ

王

自
身
の

信
仰
の

あ

り
方
か

ら

見
て

も

首
肯
し

う
る

で

あ
ろ

う
。

　
ハ

ル

シ

ャ

王
は

『

ナ
ー

ガ
！

ナ
ン

ダ
』

の

他
に

も
二

つ

の

戯
曲
を

書
き

、

ま
た
ス

ト

ー

ト
ラ

（

讃
歌
）

で

は

「

八

大
霊

塔
梵

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
（
19）

讃
」

（

大
正

蔵
三

二
、

宋
の

法
賢
音
訳
）

と

「

ス

プ

ラ
バ

ー

タ
・

ス

ト
ー

ト
ラ
」

と
い

う
仏
教

讃
歌
を

残
し

た
が

、

一

方
ハ

ル

シ

ャ

と

同

時
代
の

詩

人
マ

ユ

ー

ラ

は

「

ス

ー

リ
ヤ
・

シ

ャ

タ

カ

（

太
陽

神
百
頌
）

」

を

著
わ

し
、

「

太

陽
神
ス

ー

リ

ヤ
の

治
病
力
」

　
　
　

　
　

　
　
（
20）

を

讃
え
た
と

い

う
の

も
、

こ

の

時
代
の

信
仰
の

あ
り

方
の

特
徴
を

示

す
も
の

で

あ
ろ

う
。
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イ ン ドの 仏教信仰 佃 中）

四

　
ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
の

物
語
は

捨
身

、

自
己

犠
牲

、

布
施
と
い

っ

た
い

わ

ば

仏
教

的
徳
目
を

主

題
と

し
て

い

た
。

こ

れ

ら
の

徳
目
は

と

り
も
な

お

さ

ず
ジ
ャ

ー

タ

カ

の

も
の

で

あ
っ

た
。

玄

奘
は
ジ
ャ

ー

タ

カ

を
、

そ
れ

が

語
ら

れ
た

故
地
と

結
び
つ

け
て

記
録
し

て

い

る

が
、

そ
の

数
は

お

よ

そ
二
一

話
に

な
ろ

う
か

。

そ
れ

ら

の

う
ち
ウ

ッ

デ

ィ

ヤ

ー

ナ

と

関

係
す
る

と

さ
れ

る

説
話
が

八
、

バ

ー

ラ

ー

ナ
シ

ー

が
四
、

ガ

ン

ダ

ー

ラ
、

タ

ク

シ

ャ

シ

ラ

ー
、

ク

シ

ナ

ガ

ラ
、

ヴ
ァ

イ
シ

ャ

ー

リ
ー

が

そ

れ
ぞ

れ

二
、

マ

ガ

ダ
が
一

と

な
る

。

法
顕
も
ジ

ャ

ー

タ

カ

に

ま
つ

わ
る

物
語
を
四

話
伝
え
て

い

る

が
、

そ
れ
ら

は

い

ず
れ

も
玄

奘
の

記

し
た

説
話
と

重

な
る

も
の

で
、

ス

ワ

ー

ト

国
（

玄

奘
で

は

ウ
ッ

デ

ィ

ヤ
ー

ナ

に

含
ま
れ

る
）

の

鴿
に

代
わ
っ

て

己
の

肉
を

割
い

て

与
え

た

物
語

、

ガ

ン

ダ
ー

ラ

の

目
を
施
し

た

物
語

、

タ

ク

シ

ャ

シ

ラ

ー

の

捨
身
飼
虎
と

頭
を

施
し
た

（

月
光
王

説
話）

の

二

物

語
で

あ
る

。

法
顕
は

、

こ

れ
ら
の

物
語
に

ち
な

む

四
ヵ

所
に

は

塔
が

建
て

ら
れ

、

「

金

銀
で

か

ざ
」

ら
れ

て

い

た

と

伝
え
る

。

特

に

タ

ク

シ

ャ

シ

ラ

ー

の

二

ヵ

所
は

、

「

諸
国
の

王

や

臣
民
は

競
っ

て

供
養
を
盛
ん

に

し
、

常
に

花
が

ま
か
れ

、

灯
明
が

と

も

さ
れ

、

あ
い

継
い

で

絶
え
な
い
」

様
を

記
し
て
い

る
。

さ
ら

に

こ

れ
に

続
け
て

「

先
の

二

塔
と

合
せ

て
、

か

の

地
の

人
々

は

名
づ

け
て

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
（
21）

四

大
塔
」

と

呼
ん

で

い

た

と

い

う
。

　

玄

奘
は

多
く
の

ジ
ャ

ー

タ
カ
の

地
を

挙
げ
た

が
、

そ
こ

で

当
時
実

際
に

盛
ん

に

供
養
が

行
な
わ

れ
て
い

た
と

は

述
べ

て

い

な

い
。

法
顕
の

時
代
は

ま
だ

、

少
な

く
と
も

北
イ

ン

ド
の

こ

の

地

方
に

お
い

て

は
、

ジ
ャ

ー

タ

カ

の

説

話
が
人

口

に

膾
炙
し
て
い

た
と

も
い

え
る

。

　

こ

れ
ら
の

説
話
の

中
で

、

菩
薩
が

鴿
の

身
代
り
と

な
っ

た

物
語
は

最
も
興
味
を

引
こ

う
。

こ

の

説
話
の

出
る

経
典
は

、

早
く

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　（
22）

も
康
僧
会
（

二

四
七

年、

呉
の

建
康
に

到
着
）

に

よ
っ

て

漢
訳
さ
れ
て

い

た

（

『

六
度
集
経
』

大
正

蔵
三
）

。

こ

の

経
典
に

、

こ

う
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記
さ
れ
て
い

る
。
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ー
〔

粗
筋
〕

昔
、

菩
薩
が

薩
波
達
と
い

う
名
の

国
王
で

あ
っ

た

時
、

鷹
に

追
わ

れ
た

鴿
を

慈
悲
を

も
っ

て

匿
っ

た
が

、

鷹

　
2

は

自
分
の

食
掬
で

あ
る

と

し
て

鴿
を

返
す
よ

う
迫
る

。

王
は

鴿
の

肉
の

代
わ

り
に
、

そ
の

重
量
と

等
し

い

己
の

肉
を

割
き

与
え

る
こ

と
を

約
す

。

自
分
の

身
体
の

肉
す
べ

て

を

も
っ

て

し

て

も

ま
だ

足
ら

ず
、

近

臣
に

命
じ
て

髄
ま
で

を

も
差
し
出

そ

う
と

す

る
。

鷹
と

な
っ

て

王
を

試
そ
う
と
し

た

帝
釈
天
（

イ
ン

ド

ラ

天
〉

は

そ
の

布
施

行
に

驚
き
歓
喜
し

、

王
の

下
を

去
っ

た
。

−

　
こ

の

説
話
に

は

国
王
は

薩
波
（

あ
る
い

は

婆
）

達
と
い

う

名
で

出
て

、

ω

穹

螽
ム
暮
3
（

一

切
を

与
え
る

）

の

音
訳
で

あ
ろ

う

ハ
23）
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
（
24）

が
、

話
の

内
容
は
シ

ビ

王

の

物
語
と

同
じ
で

あ
る

。

例
え
ば

『

菩
薩
本
行
経
』

（

失
訳

、

大
正
蔵
三

、

一

一

九

頁
a）

に

は
、

「

我

為
尸

毘
王

時
、

為
一

鴿
故
幇
其
身
肉
」

と

尸
毘
（

シ

ビ
）

王
の

名
が

出
、

ま
た

『

菩
薩
本
生

鬟
論
』

（

大
正

蔵
三

、

三

三

三

頁

り

c
）

に

は
、

「

尸
毘
王

救
鴿
命
縁
起
」

と

題
し

て
、

自
分
の

身
体
の

肉
を

布
施
し
た
と

語
ら
れ
て

い

る
。

　

し
か

し

康
僧
会
よ
り
以

前
に

支
謙
が

訳
出
し

た

『

撰
集
百
縁
経
（

》
く

巴

珍
駄
p
欝

冨
）

』

（

大
正

蔵
四

、

二

二
一
二

⊥
［

五

三

年
の

問
に

訳
出
）

に

見
る

尸
毘
王
の

物
語
で

は
、

鷲
に

変

身
し
た

帝
釈
天
は

王
の

善
心
を

試
そ

う
と

、

王
に

両
眼
の

布
施
を

乞
う
内

容
と

も
な
っ

て
い

た
（

大
正

蔵
四

、

二
一

八

頁
b

）

。

　

シ

ビ

王
の

名
は

吉
く

、

噸

マ

ハ

ー
バ

ー

ラ

タ
』

に

嵐
る

。

聖

地
巡

礼
の

功
徳
を

称
賛
す
る

章
句
で
、

「

常
に

苦
行
を

行
じ

、

水

に

触
れ

て
、

聖
地

巡
礼
に

よ

り
、

偉

大
な

人
々

と

会
う
こ

と

に

よ

り
、

浄
ら

か
と

な
り

、

清
浄
な

る

名

声
と

財

物
を

得
た
」

人
々

と

し
て

ヌ

リ

ガ

王
、

バ

ギ
ー

ラ

タ
、

ヴ
ァ

ス

マ

ナ

ス
、

ガ

ヤ
、

プ
ー

ル
、

プ
ル

ー

ラ

ヴ
ァ

ス

と
と

も
に
シ

ビ

の

名
が

挙
げ

　
　

　

　
（
25）

ら

れ

て

い

る
。

そ

し

て

何
よ

り
も

、

先
に

引
い

た

『

六

度

集
経
』

の

物
語
が

ほ

と

ん

ど

そ
の

ま
ま

『

マ

ハ

ー

バ

ー

ラ

タ
』

（

こ○

篇
QQ

？
こ◎
一

）

に

語
ら

れ
て

い

る
。

　

i
ウ

シ

ー

ナ
ラ

（

シ
ビ

国
の

王
）

は

祭
罷
を

行
な
っ

て

ヴ
ァ

ー

サ

ヴ
ァ

を

凌
駕
し
た

。

ヴ
ァ

ー

サ

ヴ
ァ

と

ア

グ
ニ

は
王
を

試
す
た

め
、

…

…

イ
ン

ド
ラ

は

鷹
と

な

り
、

ア

グ
ニ

は

鳩
と

な
っ

て

そ
の

祭
祀
の

場
に

近
づ

い

た
。

…

…

そ
し
て

王
は

自
分
の
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肉
を

秤
で

量
っ

て

与
え
よ

う
と

す
る

が
、

い

く
ら

切
っ

て

も
鳩
の

重
さ

に
は

足
ら

な
か
っ

た
。

す
っ

か

り
肉
を

切

り
取
っ

た
王

は

自
ら
秤
に

の
っ

た
。

そ

れ
を

嘉
し
て

イ
ン

ド
ラ

は

彼
の

名
声
の

永
遠
な
る

こ

と

を

宣
言
す
る

。

1

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

あ　

　

こ

こ

で

は

イ

ン

ド

ラ

は

「

法
を

知
る

者
」

と

し
て

の

シ

ビ

王

の

そ
の

「

法
」

を

試
し
た

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

『

大
智
度
論
』

で

は

話
の

内
容
は

同

じ

な

が

ら
、

布
施
行
の

究
極
と

し

て

の

「

不
惜
身
命
」

を

実
践
し
た

話
と

し
て

、

仏

陀
の

本
生

譚
の

形
式

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ま

を
借

り
、

や

や
冗

長
に
シ

ビ

王
の

物
語
を

受
け
つ

い

で

い

る
。

　

こ

の

シ

ビ

王
の

慈

悲
の

物
語
は

、

ベ

ン

ガ

ル

地

方
に

お
い

て

は
ジ

ー

ム

ー

タ

ヴ
ァ

ー
ハ

ナ
の

物
語
と

混
同
し
て

伝
え

ら
れ

て

い

る

と

の

指

匙
・

慈
悲

・

自
己
犠
牲
と

い

・

た

徳
目
の

・

イ
・

ド

に

共
通
す
る

精
神
的

蓍
の

広
が

り
を

も
示
し
て

い

よ

う
。

義
浄
は

『

南

海
寄

帰
内
法
伝
』

で
ハ

ル

シ

ャ

王

作
の

『

ナ
ー

ガ

ー

ナ
ン

ダ
』

に

触
れ

て
い

る
。

「

戒
日

王

は
、

乗
雲

菩
薩
が

身
を

も
っ

て

龍
に

代
る
の

事
を

取
り
て

、

緝
め

て

歌

詠
を
つ

く
り

、

奏
し
て

弦

管
に

諧
い

、

人

を
し

て

楽
を

作
さ
し

め
、

こ

れ

を

舞

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
お　

い

こ

れ

を

踏
み

て
、

代
に

流

布
せ

し

む
。

」

と

述
べ

、

当

時
盛
ん

に
こ

の

戯
曲
が

演
ぜ
ら

れ
て

い

た

様
子
を

伝
え
て
い

る
。

し
た

が
っ

て

主

題
が

仏
教
的
で

あ
っ

た

と

し

て

も
、

そ

れ
を

観
て
い

る

人
々

に

は

何
の

違

和
感
も

な
く
、

ま
た

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

の

神
々

の

名
が

出
て

き
て

も
、

極
め
て

当
然
の

こ

と
と

し
て

受
け

取
ら

れ

て

い

た

と

い

う
こ

と

に

な
ろ

う
。
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ま
と

め

　
グ

プ
タ

朝
（

三
二

〇
〜

）

か
ら

ヴ
ァ

ル

ダ
ナ

朝
（

六

〇

六

〜
）

の

時

代
、

法
顕

、

玄
奘

、

義
浄
に

よ
っ

て

記
録
さ
れ

た

仏
教
を

主
と

し
た

信
仰
形
態
を

見
、

そ
こ

に

聖
遺

物
、

菩
薩
像
等
を
祀
る

場
合
の

供
養
方
法
や

、

祀
る
と

は

祈
願
で

あ
り

、

病
気
平
癒

や

所
願
の

成
就
を

願
っ

た

在
家
信
者
の

姿
を

見
た

。

し

か
し
こ

の

現
象
は

仏
教

的
崇
拝
対
象
物
を

祀
る

場
合
に

特
有
の

も
の

で

は

決
し
て

な
く

、

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
の

神
々

を

祀
り
祈
る

場
合
で

も
ま
っ

た

く
同
じ

で

あ
っ

た
。
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仏

教
に

帰

依
し

た
と
い

わ

れ
て

い

る
ハ

ル

シ

ャ

王

も
、

仏

教
的
戯
曲
『

ナ
ー

ガ
ー

ナ
ン

ダ
』

を

書
き

、

慈
悲、

自
己

犠
牲
と

い

っ

た
仏

教
的

徳
目
を
テ

ー

マ

と

す
る

ジ

ー

ム

；

タ

ヴ
ァ

ー

ハ

ナ
の

物
語
を

舞
台
に

載
せ

、

好
評
を

博
し
た
の

で

あ
る
が

、

実

は

仏
教
的
と

い

わ

れ

て
い

る

徳
目

自
体
が
、

も
と

も
と

仏
教

、

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
と
い

う
区
分
を
超
え
た

汎
イ
ン

ド

的
精
紳
性
を

象
徴
す
る

徳
畄
で

あ
っ

た
。

シ

ビ

王

の

説
話
に

見
た
よ

う
に

、

そ
れ
ら
の

徳
目
は

仏
教
で

は

特
に

ジ
ャ

ー

タ

カ

と
し

て

語
ら

れ
、

菩
薩
で

あ
っ

た

時
の

仏
陀
の

行
為
に

ま

と

め

ら
れ

伝
承
さ
れ
た

。

一

方
ヒ

ン

ド
ゥ

i
教
で

は

『

マ

ハ

ー
バ

ー

ラ

タ
幽

で

見
た
よ

う
に

、

「

法
を

知
る

も
の
」

の

徳

蕩
と
し

て

語
ら

れ
た

。

つ

ま
り
ヒ

ン

ド
ゥ

i
教
の

法
と

し
て

の

慈

悲
で

あ
り
自
己
犠
牲
で

あ
っ

た
。

ヴ
ィ

ン

テ

ル

ニ

ッ

ツ

の

述
べ

る
よ

う
に

、

こ

う
い

う
道
徳
的

説
話
の

起
源
は

古
く

、

そ
の

源
泉
か
ら

仏

教
、

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（
30
）

教
、

あ
る

い

は

そ
の

他
を

問
わ

ず
、

各
々

自
分
た

ち
の

物
語
と

し
て

膵

色
し

語
り
つ

い

だ
と

考
え
ら

れ
る

。

各
宗
教
ご

と

に

工

夫
を

凝
ら

し
、

自

分
た

ち
の

主
張
を
込
め
た

の

で

あ
る

が
、

し

か
し

そ

れ
を

聴
き
観
る

側
に

と
っ

て

は
、

や

は

り

慈
悲

、

自
己

犠

牲
、

布
施

（

捨

身
）

と

い

っ

た

内
容
が

最

大
の

関
心

事
で

あ
っ

て
、

こ

と

さ
ら

宗
教

、

宗

派
の

相
違
が

意
識
に

上

る
こ

と

は

な
か
っ

た
と
い

え
よ

う
 

　

仏

陀
の

聖
遺

物
を

供
養
礼

拝
す
る

場
合
に

も
、

仏
・

菩
薩

像
を

供
養
す
る

場

合
に

も
、

ヒ

ン

ド
ゥ

i
教
の

神
々

を
供
養
す
る

場
合
に

も

基
本
的
に

共
通
す
る

精
神
性
が

想
定
さ

れ
、

そ
こ

に
汎
イ
ン

ド
的

精
神
世
界
の

存
在
を

確
認
す
る
こ

と

が
で

き
る

。

註
（

1
）

三
世

紀
か

ら
一

〇

琶

紀
に

か
け
て

千
入
以
上
と

推
定
さ
れ
て
い

る
。

長
澤

和
俊
訳

註
『

法
顕
伝
』

、

雄
山

閣
、

平
成
入

年
、

＝
二

　
　
三

頁
（
解

説
）

。

（

2
）

水
谷
真
成
訳

『

大
唐
西

域
記
』

（

以
下

『

西
域

記
』

、

平

凡
社

、

昭
和
四
六

年
）

を
用
い

、

本
稿

中
の

頁

数
は

本
書
に

よ

る
。

『

法

　
　
顕
松
』

は

註
（
1

）

の

訳
註
本
を

用
い

る
。

（

3
＞

拙

稿
「

玄
奘
の

旅
ー

そ
の

霤

説
と

イ
ン

ド
仏

教
ー

」

（

『

表
象
と

し
て

の

旅
』

、

東

灘
書
林、

二

〇
〇

躙

年
）

で

『

西
域
記
 

中
の

290

N 工工
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記
述
を

検

討
し

た

折
、

当
時
の

イ
ン

ド
に

お
け
る

仏

教
信
仰
の

あ
り
方
に

も

触
れ
、

聖
遺
物
の

信
仰

、

ハ

ル

シ
ャ

王
の

信
仰
を
は

　

　
じ
め

イ

ン

ド
の

宗
教
全
体
を

見
渡
し

た
が

、

参
照
し

て
い

た
だ

け
れ
ば

幸
い

で

あ
る

。

（

4
）

『

西
域
記
』

七

七

−
八
〇

頁
。

（

5
）

『

法
顕
伝
』

三

八

i
四
〇

頁
。

（

6
）

足
立

喜
六

訳

註
『

大
唐
西
域

求
法
高
僧
伝
』

、

岩
波

書
店、

（
一

九
四
二
）

一

九
八
四

年
、

一

四
頁

。

（

7
）

『

大
唐
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』

、

国
訳
一

切
経
・

史
伝
部
一

一
、

三

九

頁
に

、

「

人、

小
王

舎
城
と

い

う
。

極
め
て

聖

跡

多
し

。

」

　

　
と

記
さ

れ

る
。

（
8

）

同
前

、

四
〇

頁
。

（
9

）

田
中

於
菟
弥
・

指
田

清
剛

訳
『

十
王

子

物
語
』

、

平
凡
社
（

東

洋
文
庫
六

三
）

、

昭
和
四
一

年
。

引
用
は

同
書
七
六

、

＝

＝
、

　

　
一

六
二
、

二
一

五

頁
に

よ
る

。

（

10
）

ハ

ル

シ
ャ

王

に
つ

い

て

は
、

℃°

〈

閑
p。
コ

ρ

『

ぽ

建
、

°。

貯
§
こ
怖

80

Φ一
訂

（

一

 
一

。。
）

一

雪
。。

も．
×
×

×

×

葵
誌

を
参
照

。

（

11
）

辻

直
四

郎
『

サ
ン

ス

ク
リ
ッ

ト

文
学
史
』

、

岩
波
全
書

、

一

九
七

三

年
、

四
一

頁
。

（

12
）

梗
概
は

原
実
訳

『

ナ
ー

ガ
ー

ナ
ン

ダ
』

（

中
村
元
編
『

原
始
仏
典
』

、

筑
摩
書
店

、

一

九
七
四

、

二

〇

〇
〇

年）

に

よ
る

。

（

13
）

辻
、

前
掲
書

、

一

四
五

頁
。

（
14
）

同
前

。

（

15
）

岩
本
裕
訳

『

カ

タ
ー
・

サ

リ
ッ

ト
・

サ

ー
ガ

ラ
』

（

三
）

、

岩
波
文
庫、

（
一

九
五

八
）

一

九
五

九

年
、

二

六

−
四
九

頁
。

（

16
＞

上

村
勝
彦
訳

『

屍
鬼
二

十
五

話
』

、

平

凡
社
（

東
洋
文
庫
三
二

三
）

、

昭

和
五
三

年
。

（

17
）

ヴ
ィ

ン

テ

ル

ニ

ッ

ツ

に
よ

れ

ば
、

紀
元
前
二

、

三

世

紀
に

は

若
干
の

ジ

ャ

ー

タ

カ

が

存
在

し
て
い

た
と

い

う
（

中

野

義
照

訳

　

　
『

仏
教
文
献
ー
イ
ン

ド

文
献
史
　
第
三

巻
−

』

、

日
本
印
度

学
会

、

一

九
七

八

年
、

九

四

頁
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

91

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
2

（

18
）

以
下
の

頁
数
と

偈
番
号
は

、

肉
ミ

建
。・

9

ミ
恥

馨
、

P
＜

胃
璧
帥
ω

＝
 

ざ

に
よ

る
。
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（

19
）

辻
、

前

掲
書、

七

五

頁
。

（

2・
）

同

煎
一

三

五

頁
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蹴

（

21
）

『

法

顕
伝
』

三
一

頁
。

（

22
）

『

六

度
集
経
』

は

太
元
元
年
〜

天

紀
四

年
（

二

五
一

−
二

八
〇
）

に

訳

出
さ

れ

た

（

『

仏
典
入

門
事
典
』

、

永
田

文

昌
堂

、

二

〇

〇

　

　
一

年）
Q

（

23
）

赤

沼
智
善
編
『

印
度

佛
教

固
有
名
詞
辞
典
』

、

法
蔵
館

、

昭
和
（
四
二
）

五

〇

年
、

六
二

六

頁
、

ω
一

≦

の

項
参
照

。

（

24
）

シ

ビ

王

物
語
の

出

典
に
つ

い

て

は
、

赤

沼
編、

前

掲
書
参
照

。

ま
た

ヴ
ィ

ン

テ

ル

ニ

ッ

ツ

『

叙

事
詩
と
プ

ラ

ー

ナ

ー
イ
ン

ド

文

　

　
献
史
　
第
二

巻
　
』

、

中
野
義
照
訳、

日
本
印
度
学
会、

一

九
六

五

年、

＝

六

　
七

頁
を
も
参
照

。

（

25
）

『

マ

ハ

ー
バ

ー

ラ

タ
』

ω−
 

卜⊃7

＞．
じσ゜
＜
qΩ
コ

切
¢

淳
 

コ
 

5田

『
｝
鳴

ミ
》

Ω
ぴ
｝
Q
、

ミ
9

日
7
Φ

q
巳
く
 
『

匹
蔓
o
｛

〇

三

8
σqo

て
「

 

霧
一

 

謡》
で゜

　

　
お
c。．

訳
は
上

村
勝
彦
訳
『

マ

ハ

ー

バ

ー

ラ

タ
』

第
3
巻

、

ち

く
ま

学
芸
文
庫、

二

〇
〇
二

年、

二

六
五

頁
に
よ

る
。

（

26
）

上

村
訳、

前
掲
書、

三

六
三

−
七

頁
。

く
ρ・

づ

切
ロ

詳
Φ

ロ
 

Po

で凾

皀
け

‘

で゜

亀
P
卜⊃
G

（

27
）

『

大

智
度
論
』

大
正

蔵
二

五
、

八
七

頁
cI

八
入

頁
c

。

な
お

『

大
智
度
論
』

に

お
け
る

シ

ビ

王
の

物
語
と

捨
身
の

布
施
に

関

説

　

　
し
た

も
の

に
、

次
の

論
文
が

あ
る

の

で

参
照
さ
れ
た
い

。

松

濤
誠
達
「

イ
ン

ド

文
学
よ

り
み

た

る

大
智
度
論
の

説

話
内
容
−
尸
毘

　

　
王

説
話
の

背
景
と

し

て

の

施
与
の

思
想
　
」

（
壬
生

台
舜
編
『

竜

樹
教
学
の

研
究
』

大
蔵
出
版

、

昭
和
五

八

年
所
収）

。

（

28
）

原

訳
、

前
掲
書、

四
三

〇

頁
（

解
説
）

。

（

29
）

「

南

海
寄
帰
内
法
伝
』

、

国

訳
一

切
経
・

史
伝
部
一

六
下

、

一
一

九

頁
。

（

30
）

ヴ
イ

ン

テ
ル

ニ

ッ

ツ
、

前
掲
『

叙
事
詩
と

プ
ラ

ー

ナ
』

、

一

一

六

頁
。

【

キ

ー

ワ
ー

ド
】

仏
教
信
仰、

聖

遺
物

、

捨
身

、

布
施

、

ヒ

ン

ド

ゥ

i
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